
わが国のたまねぎのほとんどは移植栽培により生産さ
れ、セルトレイ播種、移植および収穫、調製など多くの
作業が機械化されている。しかし、育苗および移植に必
要な多くの作業時間と施設・機械の費用が、規模拡大や
新規参入の障害となっている。一方、直播栽培は、育苗
や移植の作業時間や費用が不要であるが、播種から生育
初期の間の天候不順によって出芽と生育が不良になりや
すく、これにより移植栽培に比べて収量が低くなること
が多い。
そこで、直播
栽培の出芽と生
育を安定させる
技術である「溝
底播種技術」「リ
ン酸直下施肥技
術」（農研機構が
開発）および既
知の湿害回避技
術である「畝立
て播種技術」を行うことができるたまねぎ直播機（写真
１）を開発した。今号では、全農と農研機構の共同研究
をもとにつくられた「タマネギの秋
まき直播栽培マニュアル」（二次元コ
ード参照）を参考に、たまねぎ直播
栽培の要点を交えて、開発したたま
ねぎ直播機を紹介する。

基準の播種量：目標収穫個数の1.2倍
播種量は、間引きを行わないことを前提として、種子
の発芽率、病虫害および越冬による枯死などを考慮して
目標収穫個数の1.2倍程度にする。例えば、株間隔の目
標を10㎝とするなら、播種間隔を８㎝程度とする。
基準の播種時期：移植栽培より７日遅く
播種時期については、移植栽培ではセルトレイから圃

場に植え直すことから生育が一時的に滞るが、直播栽培
では播種直後から越冬前まで滞ることなく生育する。し
たがって、直播栽培の播種時期を移植栽培の播種時期と
同じにすると、直播栽培の生育が優り、抽苔や分球が発
生するので、播種時期を遅らせる必要がある。どの程度
遅らせるのかは、地域の気候条件や品種に応じて検討す
る必要がある。寒冷地域では播種適期の幅が狭く、温暖
地域では幅が広いが、概ね移植栽培の播種から７日遅く
することから始めるのがよいと考える。

たまねぎ直播機は、耕うん、畝立て、溝底播種、直下
施肥、殺虫剤（微粒剤）散布を一度に行う機械である。㈱
クボタから販売されており、クボタやＪＡの各販売店で
購入できる。耕うん部は、畝表面の土を細かくできる耕
幅151㎝の逆転ロータリが使われている。畝の上面幅は
100㎝で、畝高さは15、20、25㎝に変更できる（図１）。
畝の上面に幅10㎝、深さ５㎝程度の溝を20または24
㎝間隔に４本成型させる。このような小さな溝に播種す
る技術が溝底播種である。たまねぎ直播栽培では播種深
さを２㎝程度、播種間隔を８～10㎝程度に調節する。狭
い溝の底は、日光や風が直接当たりづらいので、溝底の
地温は、昼間では平畝よりも低く、夜間では逆に高く、土
壌水分も高く維持される。その結果、出芽や生育が促進
される（図２、写真２）。特に、降雨が少ない場合や低温
の場合に効果が高い。また、溝底播種を畝の上に行う（以
降、溝畝播種）ので、湿害も抑制できる。
種子の下１～２㎝にリン酸（水溶性リン酸）を局所的
に施肥する技術がリン酸直下施肥技術である。基肥の施

たまねぎ直播栽培の播種量と播種時期

たまねぎ直播機と栽培技術の概要
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九州沖縄農業研究センター　研究推進部　技術適用研究チーム　上級研究員

直播たまねぎの安定生産と
作業性を両立するたまねぎ直播機
耕うん、畝立て、溝底播種、リン酸直下施肥、
殺虫剤散布を同時に行う作業機

深さ：施肥深
３～４

播種深さ：２

肥料
種子

畝幅：150以上

溝溝深：５
条間：
20、24

溝幅：10畝高さ：
15、20、25

図１　畝形状と種子および肥料の位置（単位㎝）

写真１　開発したたまねぎ直播機　
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用リン酸の成分量で10㎏/10ａを直下施肥すると減収せ
ずに基肥リン酸の30％程度を減肥できる（データ省略）。
この技術は、リン酸を吸収しやすい黒ボク土の圃場やリ
ン酸含有量の低い圃場で特に有効である。
　これらの技術を同時に作用させた結果、早生品種では
収穫時期の前進や収量の増加がみられ（表１）、中生品種
でも収量が増加する（表２）。
　トラクタの適用馬力は、28PS以上で、作業速度は、適
湿で黒ボク土のような条件のよい圃場では１㎞/ｈ程度

が上限で、砕土性が悪い圃場では0.4～
0.6㎞/ｈ程度である。畝が安定して成
型できないと播種も安定しないので、作
業前に畝の成型、溝の深さ、播種深さ
の順番で確認・調整する。特に、播種
深さは2.5㎝以上で出芽率が低下し、逆
に浅いほど除草剤の薬害のおそれが高
くなるので、1.5～2.5㎝程度にしっか
りと調整する。

　直播栽培では、たまねぎの初期生育
が緩慢で雑草に負けやすいので、初期
の雑草防除が特に重要である。圃場が

乾き過ぎている場合や圃場の土塊が大きい場合は除草剤
が効かないことがあるので、できる限り圃場の雑草種子
量を減らすように圃場管理を行うことが望ましい。本州
以南では、播種直後に散布できる除草剤として「ゴーゴ
ーサン乳剤」などがある。それぞれ薬害が発生するおそ
れがあるので、使用上の注意（多湿や高温や低温は避け
るなど）を守る。また、広葉雑草には、有効な茎葉処理
タイプの登録除草剤がないので、中耕と土壌処理タイプ
の除草剤による雑草防除が必要となる。中耕によって溝
が崩れることになるが、幼芽が完全に埋まらなければ問
題はない。

★
　本州以南の多くの県でたまねぎ直播栽培が試行されて
いる。試行の結果から、より広い地域で直播栽培を安定
させるには、排水対策をしっかりと実施するとともに、さ
らなる雑草対策、乾燥対策、豪雨によって土壌表面が薄
く緻密になるクラスト化への対策が必要なことがわかっ
てきた。われわれは県と協力してこれらの対策技術の検
討に着手しており、これらの課題を解決し直播栽培技術
の普及が拡大することを期待している。
� 【監修：（公社）農林水産・食品産業技術振興協会】
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図２　溝畝播種とリン酸直下施肥が出芽率（左）と葉鞘径（右）にあたえる影響
播種日は2020年10月12日　それぞれの値は、２品種（「スパート」「ターザン」）の平均
試験場所は農研機構 九州沖縄農業研究センター都城拠点の黒ボク土の圃場である
基肥は、成分量（N－P2O5－K2O）で15－30－15㎏/10ａ、リン酸直下施肥を行った場合は、
基肥のP2O5の15㎏/10ａ分（過リン酸石灰）を種子の直下に施用した
最初の降雨は播種後７日目で、降水量は31㎜、播種後１週間の平均気温は21.6℃であった

表１　�溝畝播種とリン酸直下施肥による� �
早生品種「スパート」の収量� （2020年）

播種方法 倒伏日 １球重
（ｇ）

収穫時残存株率
（％）

収量
（ｔ/10ａ）

平畝播種 ４月14日 197.9 91 5.6

溝畝播種 ４月12日 235.4 88 6.3

溝畝播種＋リン酸直下 ４月10日 287.9 83 7.3

試験場所は農研機構 九州沖縄農業研究センター都城拠点の黒ボク土の圃場である
播種日は2020年10月12日　播種間隔は８㎝　１畝４条、畝間1.5ｍ、条間20㎝
基肥は、成分量（N－P2O5－K2O）で15－30－15㎏/10ａ、リン酸直下施肥を行
った場合は、基肥のP2O5の15㎏/10ａ分（過リン酸石灰）を種子の直下に施用した
追肥［BB化成（16－０－14）］は、２回に分けて計10.0：０：8.8㎏/10ａ相当量
を全区とも畝上に散布した
収量は、10ａの最大栽培本数を28,800本として１球重と収穫残存株率から換算した

表２　�溝畝播種とリン酸直下施肥による� �
中生品種「ターザン」の収量� （2018年）

栽培方法 植え付け・
播種方法 畝形状 リン酸の

施肥法
１球重
（ｇ）

収穫時残存
株率（％）

収量
（ｔ/10ａ）

移植 手植え
平畝

全面
192 100 4.6

直播
平畝播種 395 69 6.1

溝畝播種 溝畝
363 77 6.9

局所 453 73 7.7

試験場所はＪＡ西日本営農技術センター（東広島市）で真砂土を多く含む圃場である
播種日は移植も直播も同じ2018年９月19日　移植日は11月16日
播種および移植間隔は10㎝　１畝４条、畝間1.6ｍ、条間20㎝
基肥は、成分量（N－P2O5－K2O）で10－30－10㎏/10ａ、リン酸直下施肥を行
った場合は、基肥のP2O5の20㎏/10ａ分（過リン酸石灰）を種子の直下に施用した
追肥は、すべての区で行い、３回に分けて１回当たり成分量で４－４－４㎏/10ａ
を施用した
収量は、10ａの最大栽培本数を25,000本として１球重と収穫残存株率から換算した

写真２　平畝播種と溝畝播種の生育差がはっきりと表れたたまねぎ圃場

平畝 溝畝
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